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3
月
に
大
森
で
発
生
し
た
転

落
事
故
を
受
け
、市
は
市
内
の
市

道
や
橋
、公
共
施
設
な
ど
老
朽
危

険
箇
所
を
一
斉
調
査
し
た
結
果
、

2
7
0
か
所
が
修
繕
必
要
と
判

明
し
、
6
月
議
会
で
は
、
観
光
地

や
学
校
施
設
な
ど
を
優
先
し
修

繕
を
行
う
た
め
の
予
算
を
承
認

し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
観
光
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、安
心
し
て
観
光
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
迅
速
な
対

応
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
2
類
相
当
か
ら
5
類
に
移

行
し
、社
会
生
活
も
コ
ロ
ナ
前
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
、
今

年
は
4
年
ぶ
り
に
大
田
会
場
で

天
領
さ
ん
開
催
の
決
定
な
ど
、各

地
域
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
し
、

賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、各
地
区
で
も
い
ろ
い

ろ
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、地

元
の
皆
さ
ん
が
関
心
を
持
っ
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
地
域
の
絆

を
深
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
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議会を傍聴してみませんか
次の定例会の予定は9月です。
◇市政に関する状況や方針、地域の課題なども

取り上げられる一般質問の傍聴がおススメで
す。地域や、職場のグループでの勉強会、授業
の一環での見学もお待ちしています。お気軽
に議会事務局までお問い合わせください。傍
聴席の定員は現在34席です。団体での傍聴は
事前にご連絡をお願いします。

お問い合わせ先：大田市議会事務局
　         （TEL:0854－83－8137）

●●●●2 0 2 3●●●●2 0 2 3

今年度の大田市議会「おでかけトーク」の開催日
時が決定しましたのでお知らせします。皆さんの
お申込みをお待ちしております。

大田市議会事務局　☎0854-83-8137　
※申込〆切：8/10（木）

お で か けトーク
開催します　 全国市議会議長会より、２名の議員が永年

の地方自治に貢献した功績により表彰されま
した。
　  ６月定例会の最終日に本会議場におい
て、議長より表彰状及び記念品の伝達を行い
ました。

石橋秀利（議員25年以上特別表彰）

塩谷裕志（議員20年以上特別表彰）

永年勤続議員表彰

全国市議会議長会表彰

申し込み・問い合わせ

大田会場 （大田市役所４階大講堂）

大森会場 （大森まちづくりセンター）

温泉津会場 （温泉津まちづくりセンター）

メインテーマ

「子育て」
各会場25名程度

10:00～11:30
8/20㈰
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2023.7.20 （2）おおだ市議会だより2023.7.20（3） おおだ市議会だより

一般会計
補正予算
（第２号）

一般会計
補正予算
（第２号） 補正額                                      9億172万円補正額                                      9億172万円補正額                                      9億172万円補正額                                      9億172万円  （一般会計総額　２36億1，189万円） （一般会計総額　２36億1，189万円） （一般会計総額　２36億1，189万円） （一般会計総額　２36億1，189万円）

主な補正内容

令和5年6月12日㈪
　　　　～6月27日㈫6月定例市議会 ６月定例市議会は、令和5年６月12日（月）～２7日（火）まで

の会期で開催され、上程された議案について慎重に審議した
結果、全議案とも原案どおり可決しました。

新型コロナウイルスワクチン
接種事業 １億6,181万円
現行の特例臨時接種を延長し、引き
続き自己負担なしでのワクチン接種
を実施

【
全
会
一
致
・
原
案
可
決
】
　
　
　

▼
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

　
地
方
公
共
団
体
で
は
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担

う
人
員
は
不
足
し
疲
弊
す
る
職
場
実
態
に
あ
る

中
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、ま
た
多
発
す
る
大
規

模
災
害
へ
の
対
策
も
迫
ら
れ
て
い
る
。大
田
市
議

会
は
、国
に
対
し
、２
０
２
４
年
度
の
政
府
予
算
と

地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
に
対

応
す
る
、
歳
入
・
歳
出
を
的
確
に
見
積
も
り
、
地

方
財
政
の
確
立
を
目
指
す
よ
う
求
め
る
意
見
書

を
提
出
し
た
。

【
不
採
択
】
　
　
　
　
　
　
　
　

▼
国
に「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
中
止
を

求
め
る
」請
願

　（
請
願
者
）大
田
農
業
で
元
気
に
な
ろ
う
会
　

会
長
　
川
村
　
孝
信

【
継
続
審
査（
産
業
建
設
委
員
会
付
託
】

▼
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の
継
続
利
用
を
求
め
る
件

に
つ
い
て
の
請
願

　（
請
願
者
）

　
　
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
の
継
続
利
用
を
求
め
る
会 

会
長
　
幸
田
三
重
子

【
継
続
審
査（
産
業
建
設
委
員
会
付
託
】

▼
森
林
環
境
譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し
を
求

め
る
請
願

　（
請
願
者
）

　
　
大
田
市
森
林
組
合
　

代
表
理
事
組
合
長
　
林
　
達
夫

　
　
島
根
県
木
材
協
会大

田
支
部
長
　
山
形
　
弘
司

公共施設緊急補修・
修繕対策事業 ２億210万円

「大田市公共施設改修及び修繕対
策優先度判定委員会」において緊
急対応の必要があると判断した危
険箇所の補修・修繕を実施

地域経済の活性化と消費の下支え
を図るため、キャッシュレス決済のポ
イント還元キャンペーンを実施

コミュニティ助成事業
320万円

コミュニティ助成事業（宝くじ助成
事業）の採択により、消防団防火装
備及び幼年消防クラブ活動備品等
を整備

幼年消防クラブ用活動資機材

賛
成
多
数

キャッシュレス・ポイント還元
事業 3,100万円

議
員
提
出
議
案

皆
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

特
別
委
員
会
の
設
置

◆
設
置
の
目
的

　竣
工
か
ら
４０
年
が
経
過
し
、
建
替
え
が
検

討
さ
れ
て
い
る
市
役
所
本
庁
舎
の
新
庁
舎
建

設
に
関
す
る
調
査
検
討
、並
び
に
意
見
具
申
。

◆
委
員
定
数

　
　議
長
を
除
く
議
員
全
員

●
新
庁
舎
建
設
調
査
検
討

　
　
　
　
　
　
　特
別
委
員
会（
17
名
）

4月臨時市議会
令和5年度一般会計補正予算（第1号）令和5年度一般会計補正予算（第1号）令和5年度一般会計補正予算（第1号）令和5年度一般会計補正予算（第1号）
1億8,017万円1億8,017万円1億8,017万円1億8,017万円

4月19日
開催

全
会
一
致

主 な 補 正 内 容 補正額
子育て世帯生活支援特別給付金給付事業

（食費等の物価高騰に直面する低所得の子育て世帯に対し、子
育て世帯生活支援特別給付金（児童1人あたり5万円）を支給）

畜産経営持続支援事業
（飼料価格が高止まりする中、島根県の制度と連携し、飼料購入
に係る生産者の負担部分の一部を支援）

4,231万円

1億3,786万円
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2023.7.20 （4）おおだ市議会だより2023.7.20（5） おおだ市議会だより

いっぱん質問 市政に対する一般質問は、6月15日、16日に行われ、11人の議員が執行部
の考えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、
その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容
は、ホームページ（http://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

▲くりの里 産直市場 隣の畑で行われた芋の苗植え（6月17日　久利町）

空き家利活用に
向けて推進を

順次データベース化し
空き不動産の利活用を図る

議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等

：
賛

成

塩
谷
裕
志

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

小
林
　
太

■市長提出議案
議案第127号　令和5年度大田市一般会計補正予算（第1
号） 可決 16：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 ―

※定数18名、うち議長（小林　太）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）
※欠は欠席

◇4月臨時会提出議案等賛否一覧表

議 員 名 等

　議 案 名

議
決
結
果

反
対
等

：
賛

成

塩
谷
裕
志

伊
藤
康
浩

柿
田
賢
次

清
水
　
好

宮
脇
康
郎

和
田
章
一
郎

亀
谷
優
子

根
冝
和
之

森
山
幸
太

胡
摩
田
弘
孝

小
川
和
也

石
田
洋
治

松
村
信
之

河
村
賢
治

月
森
和
弘

石
橋
秀
利

清
水
　
勝

小
林
　
太

■市長提出議案
議案第128号　専決処分（大田市税条例の一部を改正
する条例制定）の承認について 承認 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第129号　専決処分（大田市都市計画税条例の一
部を改正する条例制定）の承認について 承認 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第130号　令和5年度大田市一般会計補正予算（第
2号） 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第131号　令和5年度大田市国民健康保険事業特別
会計補正予算（第1号） 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第132号　大田市職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例制定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第133号　大田市税条例の一部を改正する条例制
定について 可決 15：2 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第134号　大田市地域振興を促進するための固定
資産税の課税免除等に関する条例の一部を改正する条
例制定について

可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第135号　大田市火災予防条例の一部を改正する
条例制定について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第136号　財産の取得について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第137号　市道路線の認定及び変更について 可決 14：3 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ―

■議員提出議案
議案第138号　特別委員会設置目的の一部改正につい
て 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第139号　特別委員会の設置について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

意第5号　地方財政の充実・強化に関する意見書の提出
について 可決 17：0 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

■請願・陳情
請願第2号　国に「消費税インボイス制度の実施中止を
求める」請願

不採
択 5：12 ● ● 〇 ● 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ―

請願第3号　サンレディー大田の継続利用を求める件に
ついての請願

継続
審査 議会閉会中の継続審査（産業建設委員会付託）

請願第4号　森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求め
る請願

継続
審査 議会閉会中の継続審査（産業建設委員会付託）

※定数18名、うち議長（小林　太）は採決に加わりません
※○は賛成、●は反対等（反対、継続審査、態度保留等々）

◇6月定例会提出議案等賛否一覧表
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2023.7.20 （4）おおだ市議会だより2023.7.20（5） おおだ市議会だより

いっぱん質問 市政に対する一般質問は、6月15日、16日に行われ、11人の議員が執行部
の考えをただしました。
質問と答弁の要旨は次のとおりです。掲載する質問事項は1人1議題とし、
その他の質問項目があった場合は、質問項目のみを掲載しています。（内容
は、ホームページ（http://www.city.oda.lg.jp/）で閲覧できます。）

▲くりの里 産直市場 隣の畑で行われた芋の苗植え（6月17日　久利町）

空き家利活用に
向けて推進を

順次データベース化し
空き不動産の利活用を図る

柿
かき

田
だ

　賢
けん

次
じ

 議員
件
か
ら
、詳
細
な
物
件
調
査
や
、賃
貸・売
買

の
意
思
確
認
、契
約
条
件
等
の
確
認
、空
き

地
の
所
有
者
調
査
も
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
調
査
し
た
情
報
は
順
次
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
て
い
く
が
、区
域
内
の
調
査
完
了
に
は

5
年
以
上
要
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
る
。

②
昨
年
度
は
、相
談
件
数
2
0
9
件
で
、そ

の
内
調
査
件
数
は
1
1
8
件
、空
き
家
バ
ン

ク
登
録
は
30
件
で
あ
る
。

　
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
88
件
の
理
由
は
、　

約
4
分
の
1
が
老
朽
化
で
あ
り
、所
有
者
に

は
修
繕
後
の
登
録
再
申
請
や
解
体
希
望
者

に
は
業
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

③
毎
年
度
、固
定
資
産
納
税
通
知
書
と
共

に
、啓
発
用
チ
ラ
シ
を
同
封
し
て
い
る
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
所
有
者
の
死
亡
等
に

よ
る
納
税
義
務
者
変
更
の
手
続
き
時
に
も

周
知
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
、空
き
家
の

適
正
管
理
の
必
要
性・管
理
方
法・利
活
用

の
紹
介
に
加
え
、今
後
は
、新
し
い
情
報
を

盛
り
込
む
な
ど
工
夫
し
て
い
く
。

質
問
　
大
田
市
空
家
等
対
策
計
画

に
基
づ
き
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、大
田
市
も
空
き
家
件
数
は

3
︐0
0
0
件
を
優
に
超
え
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
空
き
家
適
正
管
理
、利
活
用
推
進
に

向
け
て
以
下
3
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
中
心
市
街
地
区
域
の
、空
き
不
動
産

の
デ
ー
タ
ー
ベ
ー
ス
化
の
状
況
は

②
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
で
き
な
い
物
件

へ
の
対
応

③
空
き
家
適
正
管
理
啓
発
チ
ラ
シ
の
周

知
方
法

答
弁
①
昨
年
度
は
当
区
域
の
内
、大
田

市
駅
前
の
道
路
沿
い
の
空
き
不
動

産
40
件
に
つ
い
て
、利
活
用
の
可
能
性
な
ど

優
先
度
の
高
い
物
件
の
所
有
者
、連
絡
先
を

調
査
し
た
。今
年
度
は
、優
先
度
の
高
い
物
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2023.7.20 （6）おおだ市議会だより2023.7.20（7） おおだ市議会だより

増える不登校
現状と支援策は

こども基本法の制定
大田市の見解は

こども家庭センター設置に向け
体制強化と人材育成を図る

誰もが取り残されることなく
学ぶ環境を整備する

学校給食
無償化、負担の軽減、

地場産を

給食費無償化は国の方策を注視
地産地消は継続的に取り組む

スマートフォンを
活用した観光振興を

インバウンド対応に向けしっかり
プロモーションしていく

て
を
無
償
化
す
る
こ
と
は
、当
市
の
財
政
事

情
か
ら
見
る
と
、他
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
縮

小
、ま
た
は
断
念
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が

り
、現
状
で
は
困
難
で
あ
る
。6
月
13
日
、政

府
が
示
し
た
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
案
で

は
、学
校
給
食
費
の
無
償
化
の
実
現
に
向

け
、ま
ず
、実
態
調
査
を
速
や
か
に
行
い
、1

年
以
内
に
そ
の
結
果
を
公
表
し
そ
の
上
で
、

法
制
面
等
も
含
め
た
課
題
整
理
を
行
い
、具

体
的
方
策
を
検
討
す
る
と
し
て
お
り
、そ
の

内
容
や
方
向
性
を
注
視
し
て
行
く
。地
場
産

の
使
用
に
つ
い
て
は
6
月
と
11
月
を
お
お

だ
・
ふ
る
さ
と
給
食
週
間
と
し
て
位
置
づ

け
、大
田
市
産
を
中
心
に
、県
内
産
地
場
産

物
を
通
常
よ
り
多
く
学
校
給
食
に
取
り
入

れ
て
い
る
。昨
年
度
の
実
績
で
は
、大
田
市

産
が
49・16
％
、県
内
産
が
28・21
％
、合
計

77・36
％
が
地
場
産
物
と
な
っ
て
お
り
、使
用

率
は
上
昇
し
て
い
る
。

宮
脇
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
高
齢
者
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
い
て

質
問
　
コ
ロ
ナ
禍
及
び
物
価
高
騰
の

な
か
、小
中
学
校
の
学
校
給
食

費
に
つ
い
て
、無
償
化
を
求
め
る
運
動
が

全
国
に
広
が
り
、小
中
学
校
と
も
無
償

化
し
て
い
る
自
治
体
は
、2
0
1
7
年
度

の
76
自
治
体
か
ら
昨
年
12
月
時
点
で

2
5
4
自
治
体（
全
国
の
約
15
％
）に
、

本
年
4
月
か
ら
は
東
京
の
7
特
別
区
が

無
償
化
に
踏
み
き
っ
た
。憲
法
で
は
、義

務
教
育
は
無
償
と
さ
れ
、給
食
費
も
無

償
と
す
る
の
が
、国
の
責
任
で
あ
る
が
、

全
国
の
動
き
の
中
で
、大
田
市
も
無
償
化

や
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
検
討
す
べ
き

と
思
う
が
、所
見
を
伺
う
。ま
た
、給
食

の
地
場
産
の
現
状
、こ
の
数
年
の
推
移
を

伺
う
。

答
弁
　
給
食
費
の
う
ち
約
1
億
円
が
保

護
者
負
担
と
な
っ
て
お
り
、そ
の
全

石
いし

田
だ

　洋
よう

治
じ

 議員

宮
みや

脇
わき

　康
やす

郎
ろう

 議員

家
庭
環
境
の
変
化
な
ど
の
ほ
か
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

②
学
校
現
場
で
は
、教
員
が
本
人
や
保
護
者

と
面
接
を
行
い
、そ
の
上
で
市
教
育
委
員
会
、

医
療
や
相
談
機
関
等
が
連
携
し
て
保
護
者
へ

の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
相
談
も
あ
る
。

③
教
室
に
入
り
づ
ら
い
児
童
に
学
習
で
き

る
場
を
提
供
し
た
り
、学
校
以
外
で
は
、適

応
指
導
教
室「
あ
す
な
ろ
」を
設
置
し
て
い

る
。外
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
生
徒
に

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
家
庭
学
習
を
行
う
場
合

も
あ
る
。一
方
、市
内
で
物
づ
く
り
を
さ
れ

て
い
る
方
々
の
と
こ
ろ
で
学
ぶ「
ゴ
ッ
ド
ハ

ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
、自
分
に

合
っ
た
生
き
方
、進
路
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

も
設
け
て
い
る
。

④
高
校
進
学
へ
の
学
習
評
価
に
つ
い
て
は
、

あ
す
な
ろ
教
室
や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
の
学

習
評
価
を
し
、本
人
に
合
わ
せ
た
学
習
支
援

を
し
な
が
ら
、進
路
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

石
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
に
つ
い
て

質
問
　
小・中・高
等
学
校
の
不
登
校

の
児
童
生
徒
数
が
急
増
し
、約

30
万
人
と
な
る
中
、文
部
科
学
省
は
、令

和
5
年
3
月
に
、誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な

い
学
び
の
保
障
を
社
会
全
体
で
実
現
し

て
い
こ
う
と「
C
O
C
O
L
O
プ
ラ
ン
」

を
発
表
し
た
。本
市
に
お
け
る
現
状
と

支
援
策
に
つ
い
て
所
見
を
伺
う
。

①
市
内
小
中
学
校
の
不
登
校
の
現
状

②
保
護
者
へ
の
支
援

③
多
様
な
学
び
の
場
の
確
保
や
、指
導
体

制
の
整
備

④
不
登
校
の
生
徒
の
高
校
進
学
支
援

答
弁
①
不
登
校
児
童
生
徒
は
、近
年
急

増
し
て
お
り
、小
学
校
で
は
令
和

3
年
度
の
21
名
か
ら
昨
年
度
42
名
に
、中
学

校
は
令
和
3
年
度
の
41
名
か
ら
昨
年
度
44

名
に
増
え
て
い
る
。要
因
は
、友
人
関
係
や
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2023.7.20 （6）おおだ市議会だより2023.7.20（7） おおだ市議会だより

増える不登校
現状と支援策は

こども基本法の制定
大田市の見解は

こども家庭センター設置に向け
体制強化と人材育成を図る

誰もが取り残されることなく
学ぶ環境を整備する

学校給食
無償化、負担の軽減、

地場産を

給食費無償化は国の方策を注視
地産地消は継続的に取り組む

スマートフォンを
活用した観光振興を

インバウンド対応に向けしっかり
プロモーションしていく

　
本
市
に
お
い
て
も
、今
後
、国
よ
り
示
さ
れ

る
様
々
な
方
針
や
施
策
を
整
理
し
、当
基
本

法
が
目
指
す
理
念
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
行
計
画
の「
大
田
市
子
ど
も・子
育
て

支
援
事
業
計
画
」「
お
お
だ
健
や
か
プ
ラ
ン
」

は
、次
期
計
画（
R
7
～
）に
お
い
て
は
、今

後
示
さ
れ
る
国
の
方
針
に
基
づ
き
検
討
策
定

し
て
い
く
。ま
た
当
基
本
法
に
定
め
ら
れ
た

「
大
田
市
こ
ど
も
計
画
」策
定
も
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、国
が
示
す「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」の
設
置
に
向
け
、児
童
福
祉
と
母
子

保
健
に
精
通

し
た
総
括
支

援
員
が
必
要

で
あ
り
、こ
れ

ま
で
以
上
の

体
制
強
化
と

専
門
職
の
確

保
と
人
材
育

成
が
必
要
で

あ
る
。

フ
レ
ッ
ト
デ
ー
タ
を
掲
載
し
、ウ
ェ
ブ
上
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
環

境
を
整
え
て
い
る
。

　
特
に
、各
案
内
所
で
は
様
々
な
情
報
が

Q
R
コ
ー
ド
で
も
読
み
取
り
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
り
、随
時
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
へ
誘
導
し
、情
報
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

③
大
田
市
観
光
サ
イ
ト
、石
見
銀
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
サ
イ
ト
、日
本
遺
産
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
多
言
語
化
し
て
お
り
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
閲
覧
で
き
る
。ま
た
、大
森
、温

泉
津
の
町
並
み
に
お
い
て
は
各
施
設
、案
内

所
な
ど
で
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
説
明

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

森
もり

山
やま

　幸
こう

太
た

 議員

質
問
　
観
光
客
に
対
し
て
、大
田
市

内
の
観
光
地
域
の
電
波
の
状
況

は
い
か
が
か
。

①
電
波
環
境
を
把
握
し
て
い
る
か
。

②
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
る
観
光
案
内
が
充

実
し
て
い
る
か
。

③
海
外
か
ら
の
旅
行
者
に
対
し
て
の
言

語
対
応
は
出
来
て
い
る
か
。

答
弁
①
石
見
銀
山
、三
瓶
山
、温
泉
津
温

泉
、仁
摩
サ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な

ど
市
内
観
光
地
に
つ
い
て
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
、エ
ー
ユ
ー
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
な
ど
が
サ
ー

ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
が
、地
形

の
関
係
や
場
所
に
よ
っ
て
は
電
波
の
強
弱
は

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
ポ
ス
タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
作
成

す
る
際
に
は
、Q
R
コ
ー
ド
を
記
載
し
て
い

る
。ま
た
、大
田
市
観
光
サ
イ
ト
に
は
パ
ン

清
し

水
みず

　好
このむ

 議員
▶
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
る
観
光
案
内

家
庭
環
境
の
変
化
な
ど
の
ほ
か
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影
響
も
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。

②
学
校
現
場
で
は
、教
員
が
本
人
や
保
護
者

と
面
接
を
行
い
、そ
の
上
で
市
教
育
委
員
会
、

医
療
や
相
談
機
関
等
が
連
携
し
て
保
護
者
へ

の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
相
談
も
あ
る
。

③
教
室
に
入
り
づ
ら
い
児
童
に
学
習
で
き

る
場
を
提
供
し
た
り
、学
校
以
外
で
は
、適

応
指
導
教
室「
あ
す
な
ろ
」を
設
置
し
て
い

る
。外
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
生
徒
に

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
家
庭
学
習
を
行
う
場
合

も
あ
る
。一
方
、市
内
で
物
づ
く
り
を
さ
れ

て
い
る
方
々
の
と
こ
ろ
で
学
ぶ「
ゴ
ッ
ド
ハ

ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
、自
分
に

合
っ
た
生
き
方
、進
路
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

も
設
け
て
い
る
。

④
高
校
進
学
へ
の
学
習
評
価
に
つ
い
て
は
、

あ
す
な
ろ
教
室
や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
の
学

習
評
価
を
し
、本
人
に
合
わ
せ
た
学
習
支
援

を
し
な
が
ら
、進
路
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

石
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
に
つ
い
て

質
問
　
2
0
2
2
年
6
月
、「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向

け
、こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
と
と
も
に
、

「
こ
ど
も
基
本
法
」が
制
定・公
布
さ
れ
、

今
年
の
4
月
に
施
行
さ
れ
た
。こ
ど
も

基
本
法
は
、こ
ど
も
施
策
の
総
合
的
推

進
を
目
的
と
し
、こ
ど
も
の
権
利
条
約
の

4
つ
の
原
則
を
踏
ま
え
た
基
本
理
念
を

掲
げ
て
い
る
。こ
ど
も
基
本
法
の
意
義
と

本
市
の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
こ
ど
も
基
本
法
は
、次
代
を
担

う
こ
ど
も
が
人
格
形
成
の
基
礎
を

築
き
、自
立
し
た
個
人
と
し
て
等
し
く
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、心
身
の
状
況
、環

境
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
権
利
の
養
護
が
図

ら
れ
、幸
福
な
生
活
を
送
れ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、こ
ど
も
政
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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増える不登校
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方
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、当
基
本

法
が
目
指
す
理
念
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
現
行
計
画
の「
大
田
市
子
ど
も・子
育
て

支
援
事
業
計
画
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お
お
だ
健
や
か
プ
ラ
ン
」

は
、次
期
計
画（
R
7
～
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は
、今
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れ
る
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方
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定
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も
計
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。

　
ま
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、国
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す「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
」の
設
置
に
向
け
、児
童
福
祉
と
母
子

保
健
に
精
通

し
た
総
括
支

援
員
が
必
要

で
あ
り
、こ
れ

ま
で
以
上
の

体
制
強
化
と

専
門
職
の
確

保
と
人
材
育

成
が
必
要
で

あ
る
。

フ
レ
ッ
ト
デ
ー
タ
を
掲
載
し
、ウ
ェ
ブ
上
で

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
環

境
を
整
え
て
い
る
。

　
特
に
、各
案
内
所
で
は
様
々
な
情
報
が

Q
R
コ
ー
ド
で
も
読
み
取
り
で
き
る
よ
う

に
し
て
お
り
、随
時
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
へ
誘
導
し
、情
報
を
取
得
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

③
大
田
市
観
光
サ
イ
ト
、石
見
銀
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
サ
イ
ト
、日
本
遺
産
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
多
言
語
化
し
て
お
り
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
も
閲
覧
で
き
る
。ま
た
、大
森
、温

泉
津
の
町
並
み
に
お
い
て
は
各
施
設
、案
内

所
な
ど
で
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
説
明

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

森
もり

山
やま

　幸
こう

太
た

 議員

質
問
　
観
光
客
に
対
し
て
、大
田
市

内
の
観
光
地
域
の
電
波
の
状
況

は
い
か
が
か
。

①
電
波
環
境
を
把
握
し
て
い
る
か
。

②
Q
R
コ
ー
ド
に
よ
る
観
光
案
内
が
充

実
し
て
い
る
か
。

③
海
外
か
ら
の
旅
行
者
に
対
し
て
の
言

語
対
応
は
出
来
て
い
る
か
。

答
弁
①
石
見
銀
山
、三
瓶
山
、温
泉
津
温

泉
、仁
摩
サ
ン
ド
ミ
ュ
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ア
ム
な

ど
市
内
観
光
地
に
つ
い
て
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ

モ
、エ
ー
ユ
ー
、ソ
フ
ト
バ
ン
ク
な
ど
が
サ
ー

ビ
ス
提
供
エ
リ
ア
と
な
っ
て
い
る
が
、地
形

の
関
係
や
場
所
に
よ
っ
て
は
電
波
の
強
弱
は

あ
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と
認
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い
る
。

②
ポ
ス
タ
ー
や
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を
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を
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市
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に
は
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水
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感
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に
よ
る
影
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も
あ
る

と
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え
ら
れ
る
。

②
学
校
現
場
で
は
、教
員
が
本
人
や
保
護
者

と
面
接
を
行
い
、そ
の
上
で
市
教
育
委
員
会
、

医
療
や
相
談
機
関
等
が
連
携
し
て
保
護
者
へ

の
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
相
談
も
あ
る
。

③
教
室
に
入
り
づ
ら
い
児
童
に
学
習
で
き

る
場
を
提
供
し
た
り
、学
校
以
外
で
は
、適

応
指
導
教
室「
あ
す
な
ろ
」を
設
置
し
て
い

る
。外
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
児
童
生
徒
に

は
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
家
庭
学
習
を
行
う
場
合

も
あ
る
。一
方
、市
内
で
物
づ
く
り
を
さ
れ

て
い
る
方
々
の
と
こ
ろ
で
学
ぶ「
ゴ
ッ
ド
ハ

ン
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
し
、自
分
に

合
っ
た
生
き
方
、進
路
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会

も
設
け
て
い
る
。

④
高
校
進
学
へ
の
学
習
評
価
に
つ
い
て
は
、

あ
す
な
ろ
教
室
や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
で
の
学

習
評
価
を
し
、本
人
に
合
わ
せ
た
学
習
支
援

を
し
な
が
ら
、進
路
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

石
田
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
書
か
な
い
窓
口
の
導
入
に
つ
い
て

質
問
　
2
0
2
2
年
6
月
、「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
社
会
の
実
現
に
向

け
、こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
と
と
も
に
、

「
こ
ど
も
基
本
法
」が
制
定・公
布
さ
れ
、

今
年
の
4
月
に
施
行
さ
れ
た
。こ
ど
も

基
本
法
は
、こ
ど
も
施
策
の
総
合
的
推

進
を
目
的
と
し
、こ
ど
も
の
権
利
条
約
の

4
つ
の
原
則
を
踏
ま
え
た
基
本
理
念
を

掲
げ
て
い
る
。こ
ど
も
基
本
法
の
意
義
と

本
市
の
見
解
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁
　
こ
ど
も
基
本
法
は
、次
代
を
担

う
こ
ど
も
が
人
格
形
成
の
基
礎
を

築
き
、自
立
し
た
個
人
と
し
て
等
し
く
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、心
身
の
状
況
、環

境
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
権
利
の
養
護
が
図

ら
れ
、幸
福
な
生
活
を
送
れ
る
社
会
の
実
現

を
目
指
し
、こ
ど
も
政
策
を
総
合
的
に
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2023.7.20 （8）おおだ市議会だより2023.7.20（9） おおだ市議会だより

市財政の窮状と
市政運営について

特定行為に係る
看護師の研修制度への

取り組みは

迅速・的確な医療提供に
有効な制度

経費節減、財源確保で健全な
財政運営に努める

コロナ感染症
5類感染症移行に
伴う対策は

発熱などの症状がある場合、
まずはかかりつけ医へ

新たな人口減少対策事業
統計データを分析し

戦略策定を

しっかりとした現状分析と、
全庁的、横断的な議論が必要

清
し

水
みず

　 勝
まさる

 議員

和
わ

田
だ

章
しょう

一
いち

郎
ろう

 議員
て
お
り
、運
営
協
議
会
と
協
議
し
て
い
る
。

他
の
駅
舎
も
利
用
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
、

方
針
を
決
め
た
い
。サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
に

つ
い
て
は
、産
業
振
興
施
設
と
し
て
の
機
能

を
廃
止
す
る
方
針
を
示
し
、こ
れ
ま
で
5
回

利
用
団
体
と
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
、利
用
団
体
の
活
動
継
続
や
芸
術
、文

化
の
振
興
施
策
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
、そ
の
内
容
が
ま
と
ま
り
次
第
、利

用
団
体
の
皆
様
に
説
明
を
し
た
い
。

質
問
　
こ
の
4
月
か
ら
総
合
計
画
の

後
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、共
創
の
ま
ち
づ
く
り
と
い
う
基
本
姿

勢
が
疑
わ
れ
る
市
政
運
営
が
見
受
け
ら

れ
る
。市
の
財
政
の
窮
状
を
あ
ら
た
め
て

聞
く
と
共
に
、サ
ン
レ
デ
ィ
ー
や
静
間
、

久
手
、波
根
の
駅
舎
な
ど
を
対
象
に
し
た

公
共
施
設
適
正
化
計
画
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、対
話
と
合
意
に
よ
り
取
り
組

む
と
明
確
に
謳
っ
て
あ
る
こ
と
を
も
っ
と

強
く
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。

答
弁
　
本
市
の
財
政
運
営
は
、収
支
不

足
を
基
金
か
ら
の
繰
り
入
れ
で
補

う
こ
と
が
常
態
化
し
、財
政
運
営
の
基
本
で

あ
る
収
入
の
範
囲
内
で
予
算
を
組
む
こ
と

が
で
き
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。静
間
駅
集

会
所
に
つ
い
て
は
、高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
の

場
等
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

▶
静
間
駅

ま
で
は
健
康
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
受
診
相

談
、医
療
機
関
の
紹
介
、陽
性
判
明
後
の
体
調

急
変
時
の
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
る
。

②
発
熱
症
状
が
あ
る
人
へ
の
対
応
可
能
な

医
療
機
関
は
、市
内
で
17
か
所
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。入
院
は
、県
が
46
病
院
で
最
大

4
3
8
床
を
確
保
し
て
い
る
。

　
医
療
費
は
、治
療
薬
は
公
費
負
担
が
9
月

末
ま
で
継
続
さ
れ
、入
院
医
療
は
、高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
か
ら
2
万
円
を

上
限
に
軽
減
さ
れ
る
。

③
5
類
感
染
症
へ
の
移
行
に
よ
り
、基
本
的

な
感
染
対
策
は
個
人
や
事
業
所
の
判
断
と

な
る
。手
洗
い
等
の
手
指
衛
生
や
換
気
は
引

き
続
き
感
染
対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
。ま

た
、マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
が
基
本

と
な
る
が
、重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
に

行
く
と
き
な
ど
は
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。

④
罹
患
後
、症
状
に
よ
っ
て
社
会
生
活
に
大

き
な
制
限
が
生
じ
る
た
め
、各
種
支
援
制
度

が
あ
り
、労
災
保
険
、健
康
保
険
、障
害
年

金
な
ど
該
当
要
件
を
満
た
せ
ば
給
付
さ
れ

る
制
度
が
あ
る
。

質
問
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
扱
い
が
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等（
5
類
）

の
扱
い
に
な
り
、国
が
一
律
の
対
策
は
行

わ
ず
自
己
判
断
に
委
ね
ら
れ
た
。接
種
や

入
院
は
自
己
負
担
、感
染
数
の
把
握
も

毎
日
公
表
か
ら
週
一
回
の
把
握
と
な
り
、

緩
和
と
簡
素
化
は
市
民
の
健
康
と
安
全・

安
心
を
案
じ
、伺
う
。

①
発
熱
な
ど
コ
ロ
ナ
感
染
と
疑
わ
れ
る

と
き
の
扱
い
。

②
医
療
機
関・医
療
費
等
の
対
処
方
。

③
基
本
的
な
感
染
症
対
策
で
あ
る
換
気

等
の
推
奨
方
。

④
感
染
後
の
後
遺
症・社
会
的
後
遺
症
対

策
。

答
弁
①
ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医
、ま
た
は

診
療
検
査
が
可
能
な
医
療
機
関
へ

電
話
を
し
て
受
診
し
て
い
た
だ
く
。9
月
末

▶
波
根
駅

▶
久
手
駅
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2023.7.20 （8）おおだ市議会だより2023.7.20（9） おおだ市議会だより

市財政の窮状と
市政運営について

特定行為に係る
看護師の研修制度への

取り組みは

迅速・的確な医療提供に
有効な制度

経費節減、財源確保で健全な
財政運営に努める

コロナ感染症
5類感染症移行に
伴う対策は

発熱などの症状がある場合、
まずはかかりつけ医へ

新たな人口減少対策事業
統計データを分析し

戦略策定を

しっかりとした現状分析と、
全庁的、横断的な議論が必要

な
区
分
は
異
な
る
が
、特
定
行
為
研
修
の
21

区
分
の
う
ち
、受
講
可
能
は
14
区
分
で
あ

る
。研
修
の
修
了
看
護
師
数
は
、保
健
所
の

圏
域
別
で
隠
岐
2
名
、松
江
19
名
、出
雲
21

名
、雲
南
4
名
、大
田
2
名
、浜
田
3
名
、益

田
6
名
、総
計
57
名
で
あ
る
。

②
ニ
ー
ズ
等
に
つ
い
て
状
況
把
握
は
行
な
っ

て
い
な
い
が
、医
療
政
策
課
の
本
年
7
月
の

診
療
所
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、伺
う
予
定
で

あ
る
。

③
こ
の
制
度
は
、迅
速
か
つ
的
確
な
医
療
の

提
供
と
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
、今
後
増
加
が

見
込
ま
れ
る
在
宅
医
療
患
者
へ
の
医
療
行

為
に
有
効
な
制
度
で
あ
る
。今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、市
内
医
療
機
関
の
医
師
の

ニ
ー
ズ
や
在
宅
医
療
の
状
況
、疾
病
動
向
に

よ
り
、必
要
な
特
定
行
為
研
修
の
区
分
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。看
護
師
の
受

講
に
つ
い
て
は
、大
田

市
立
病
院
や
市
内
訪

問
看
護
事
業
者
等
と

協
議
、調
整
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
大
田
市
は
、新
た
な
人
口
減

少
対
策
事
業
と
し
て
統
計
デ
ー

タ
の
収
集
分
析
を
行
い
、新
た
な
戦
略
を

策
定
し
、事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド

を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

①
人
口
減
少
に
よ
る
問
題
点
と
は
何
か

②
大
田
市
の
人
口
動
態
推
移
と
、現
在
ま

で
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
の
所
見

③
新
た
な
人
口
減
少
対
策
事
業
の
ポ
イ

ン
ト

答
弁
①
人
口
減
少
に
よ
る
消
費
の
落
ち

込
み
や
労
働
力
不
足
が
企
業
活
動

の
鈍
化
を
招
き
、地
域
経
済
を
支
え
切
れ
な

く
な
る
ほ
か
、長
期
的
に
は
税
収
な
ど
歳
入

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。福
祉
や
介
護
の
提

供
、公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
へ
の

対
応
な
ど
が
難
し
く
な
り
、行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

②
平
成
25
年
か
ら
29
年
の
人
口
減
少
率
が

5.7
％
、平
成
30
年
か
ら
令
和
4
年
で
は
6.1
％

で
、人
口
減
少
は
加
速
し
て
い
る
。年
間
出

生
数
は
、令
和
4
年
は
1
6
9
人
ま
で
減
少

し
た
。年
6
0
0
人
前
後
で
推
移
す
る
死
亡

者
数
と
合
わ
せ
た
自
然
動
態
の
減
少
幅
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、結
婚
支
援
、子
供
の
医
療
費

負
担
の
軽
減
、保
育
環
境
の
整
備
、企
業
誘

致
や
産
業
支
援
、子
供
た
ち
に
対
す
る
ふ
る

さ
と
教
育
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。一
定

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
取
り
組
み
も
あ
る

が
、急
激
に
進
む
人
口
減
少
は
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
。

③
本
市
は
女
性
の
転
出
超
過
が
あ
り
、女
性

の
定
住
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
認

識
し
て
い
る
。域
内
の
組
織
や
活
動
状
況
、

働
く
場
所
な
ど
、地
域
別
に
分
析
を
進
め
る

こ
と
も
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

根
冝
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
電
子
図
書
館
に
つ
い
て

質
問
　
こ
の
制
度
は
、2
0
2
5
年
、

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
っ

た
際
、現
状
の
看
護
師
だ
け
で
は
医
師
の

補
助
に
足
り
な
い
と
し
て
設
け
ら
れ
た

制
度
で
、今
後
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
在
宅
医

療
や
急
性
期
医
療
等
に
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
制
度
だ
が
、こ
の
制
度
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

①
県
内
で
受
講
可
能
な
施
設
と
研
修
の

種
類
及
び
県
内
8
市
の
状
況

②
地
域
医
療
を
支
え
る
皆
さ
ん
の
こ
の

制
度
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
状
況

③
大
田
市
の
考
え
方
と
取
り
組
み
状
況

答
弁
①
受
講
可
能
な
施
設
は
、松
江
市

立
病
院
、松
江
赤
十
字
病
院
、島
根

大
学
医
学
部
附
属
病
院
、島
根
県
立
中
央

病
院
、島
根
県
立
大
学
大
学
院
看
護
学
研

究
科
で
あ
り
、研
究
機
関
ご
と
に
受
講
可
能

根
ね

冝
ぎ

　和
かず

之
ゆき

 議員

伊
い

藤
とう

　康
やす

浩
ひろ

 議員
ま
で
は
健
康
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
受
診
相

談
、医
療
機
関
の
紹
介
、陽
性
判
明
後
の
体
調

急
変
時
の
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
る
。

②
発
熱
症
状
が
あ
る
人
へ
の
対
応
可
能
な

医
療
機
関
は
、市
内
で
17
か
所
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。入
院
は
、県
が
46
病
院
で
最
大

4
3
8
床
を
確
保
し
て
い
る
。

　
医
療
費
は
、治
療
薬
は
公
費
負
担
が
9
月

末
ま
で
継
続
さ
れ
、入
院
医
療
は
、高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
か
ら
2
万
円
を

上
限
に
軽
減
さ
れ
る
。

③
5
類
感
染
症
へ
の
移
行
に
よ
り
、基
本
的

な
感
染
対
策
は
個
人
や
事
業
所
の
判
断
と

な
る
。手
洗
い
等
の
手
指
衛
生
や
換
気
は
引

き
続
き
感
染
対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
。ま

た
、マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
が
基
本

と
な
る
が
、重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
に

行
く
と
き
な
ど
は
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。

④
罹
患
後
、症
状
に
よ
っ
て
社
会
生
活
に
大

き
な
制
限
が
生
じ
る
た
め
、各
種
支
援
制
度

が
あ
り
、労
災
保
険
、健
康
保
険
、障
害
年

金
な
ど
該
当
要
件
を
満
た
せ
ば
給
付
さ
れ

る
制
度
が
あ
る
。
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2023.7.20 （8）おおだ市議会だより2023.7.20（9） おおだ市議会だより

市財政の窮状と
市政運営について

特定行為に係る
看護師の研修制度への

取り組みは

迅速・的確な医療提供に
有効な制度

経費節減、財源確保で健全な
財政運営に努める

コロナ感染症
5類感染症移行に
伴う対策は

発熱などの症状がある場合、
まずはかかりつけ医へ

新たな人口減少対策事業
統計データを分析し

戦略策定を

しっかりとした現状分析と、
全庁的、横断的な議論が必要

な
区
分
は
異
な
る
が
、特
定
行
為
研
修
の
21

区
分
の
う
ち
、受
講
可
能
は
14
区
分
で
あ

る
。研
修
の
修
了
看
護
師
数
は
、保
健
所
の

圏
域
別
で
隠
岐
2
名
、松
江
19
名
、出
雲
21

名
、雲
南
4
名
、大
田
2
名
、浜
田
3
名
、益

田
6
名
、総
計
57
名
で
あ
る
。

②
ニ
ー
ズ
等
に
つ
い
て
状
況
把
握
は
行
な
っ

て
い
な
い
が
、医
療
政
策
課
の
本
年
7
月
の

診
療
所
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
中
で
、伺
う
予
定
で

あ
る
。

③
こ
の
制
度
は
、迅
速
か
つ
的
確
な
医
療
の

提
供
と
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
、今
後
増
加
が

見
込
ま
れ
る
在
宅
医
療
患
者
へ
の
医
療
行

為
に
有
効
な
制
度
で
あ
る
。今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、市
内
医
療
機
関
の
医
師
の

ニ
ー
ズ
や
在
宅
医
療
の
状
況
、疾
病
動
向
に

よ
り
、必
要
な
特
定
行
為
研
修
の
区
分
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。看
護
師
の
受

講
に
つ
い
て
は
、大
田

市
立
病
院
や
市
内
訪

問
看
護
事
業
者
等
と

協
議
、調
整
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。

質
問
　
大
田
市
は
、新
た
な
人
口
減

少
対
策
事
業
と
し
て
統
計
デ
ー

タ
の
収
集
分
析
を
行
い
、新
た
な
戦
略
を

策
定
し
、事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド

を
行
っ
て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、以
下
に
つ
い
て
伺
う
。

①
人
口
減
少
に
よ
る
問
題
点
と
は
何
か

②
大
田
市
の
人
口
動
態
推
移
と
、現
在
ま

で
の
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
の
所
見

③
新
た
な
人
口
減
少
対
策
事
業
の
ポ
イ

ン
ト

答
弁
①
人
口
減
少
に
よ
る
消
費
の
落
ち

込
み
や
労
働
力
不
足
が
企
業
活
動

の
鈍
化
を
招
き
、地
域
経
済
を
支
え
切
れ
な

く
な
る
ほ
か
、長
期
的
に
は
税
収
な
ど
歳
入

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。福
祉
や
介
護
の
提

供
、公
共
施
設
や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
へ
の

対
応
な
ど
が
難
し
く
な
り
、行
政
サ
ー
ビ
ス

の
低
下
を
招
く
お
そ
れ
が
あ
る
。

②
平
成
25
年
か
ら
29
年
の
人
口
減
少
率
が

5.7
％
、平
成
30
年
か
ら
令
和
4
年
で
は
6.1
％

で
、人
口
減
少
は
加
速
し
て
い
る
。年
間
出

生
数
は
、令
和
4
年
は
1
6
9
人
ま
で
減
少

し
た
。年
6
0
0
人
前
後
で
推
移
す
る
死
亡

者
数
と
合
わ
せ
た
自
然
動
態
の
減
少
幅
は

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、結
婚
支
援
、子
供
の
医
療
費

負
担
の
軽
減
、保
育
環
境
の
整
備
、企
業
誘

致
や
産
業
支
援
、子
供
た
ち
に
対
す
る
ふ
る

さ
と
教
育
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。一
定

の
成
果
を
上
げ
て
い
る
取
り
組
み
も
あ
る

が
、急
激
に
進
む
人
口
減
少
は
歯
止
め
が
か

か
っ
て
い
な
い
。

③
本
市
は
女
性
の
転
出
超
過
が
あ
り
、女
性

の
定
住
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
認

識
し
て
い
る
。域
内
の
組
織
や
活
動
状
況
、

働
く
場
所
な
ど
、地
域
別
に
分
析
を
進
め
る

こ
と
も
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

根
冝
議
員
そ
の
他
の
質
問
項
目

・
電
子
図
書
館
に
つ
い
て

質
問
　
こ
の
制
度
は
、2
0
2
5
年
、

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
っ

た
際
、現
状
の
看
護
師
だ
け
で
は
医
師
の

補
助
に
足
り
な
い
と
し
て
設
け
ら
れ
た

制
度
で
、今
後
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
在
宅
医

療
や
急
性
期
医
療
等
に
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
制
度
だ
が
、こ
の
制
度
の
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

①
県
内
で
受
講
可
能
な
施
設
と
研
修
の

種
類
及
び
県
内
8
市
の
状
況

②
地
域
医
療
を
支
え
る
皆
さ
ん
の
こ
の

制
度
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
の
把
握
状
況

③
大
田
市
の
考
え
方
と
取
り
組
み
状
況

答
弁
①
受
講
可
能
な
施
設
は
、松
江
市

立
病
院
、松
江
赤
十
字
病
院
、島
根

大
学
医
学
部
附
属
病
院
、島
根
県
立
中
央

病
院
、島
根
県
立
大
学
大
学
院
看
護
学
研

究
科
で
あ
り
、研
究
機
関
ご
と
に
受
講
可
能

根
ね

冝
ぎ

　和
かず

之
ゆき

 議員

伊
い

藤
とう

　康
やす

浩
ひろ

 議員
ま
で
は
健
康
相
談
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
受
診
相

談
、医
療
機
関
の
紹
介
、陽
性
判
明
後
の
体
調

急
変
時
の
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
て
い
る
。

②
発
熱
症
状
が
あ
る
人
へ
の
対
応
可
能
な

医
療
機
関
は
、市
内
で
17
か
所
が
指
定
さ

れ
て
い
る
。入
院
は
、県
が
46
病
院
で
最
大

4
3
8
床
を
確
保
し
て
い
る
。

　
医
療
費
は
、治
療
薬
は
公
費
負
担
が
9
月

末
ま
で
継
続
さ
れ
、入
院
医
療
は
、高
額
療

養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
か
ら
2
万
円
を

上
限
に
軽
減
さ
れ
る
。

③
5
類
感
染
症
へ
の
移
行
に
よ
り
、基
本
的

な
感
染
対
策
は
個
人
や
事
業
所
の
判
断
と

な
る
。手
洗
い
等
の
手
指
衛
生
や
換
気
は
引

き
続
き
感
染
対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る
。ま

た
、マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
が
基
本

と
な
る
が
、重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
場
所
に

行
く
と
き
な
ど
は
着
用
が
推
奨
さ
れ
て
い

る
。

④
罹
患
後
、症
状
に
よ
っ
て
社
会
生
活
に
大

き
な
制
限
が
生
じ
る
た
め
、各
種
支
援
制
度

が
あ
り
、労
災
保
険
、健
康
保
険
、障
害
年

金
な
ど
該
当
要
件
を
満
た
せ
ば
給
付
さ
れ

る
制
度
が
あ
る
。
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市政のここが聞きたい いっぱん質問

2023.7.20 （10）おおだ市議会だより2023.7.20（11）おおだ市議会だより

小中学校教諭の
超過勤務の実態は

教員の業務負担軽減に取り組む

健康保険証と
マイナンバーカードの

一体化中止を

国の動向に注目し適切に
対応する

行
革
・
公
共
施
設
調
査
検
討

　特別
委
員
長 

中
間
報
告

議
会
活
性
化
検
討

　特別
委
員
長 

中
間
報
告

な
健
康
保
険
証
の
発
行
を
取
り
や
め
る
方

針
が
示
さ
れ
た
。一
体
化
に
よ
り
、医
療
機

関
等
に
お
い
て
本
人
の
同
意
の
も
と
薬
剤

情
報
や
特
定
健
診
情
報
等
を
確
認
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、健
康・医
療
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
、よ
り
適
切
な
医
療
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、利
用
者
に

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。ま
た
、紛
失
や

更
新
中
な
ど
の
理
由
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
手
元
に
な
い
方
に
対
し
て
は
、被

保
険
者
資
格
の
情
報
な
ど
を
記
載
し
た
資

格
確
認
書
の
無
償
交
付
等
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
健
康
保
険
証
の
一
体
化
の
取
扱

い
に
つ
い
て

は
国
が
対
応

す
べ
き
案
件

で
あ
り
、今

後
も
国
の
動

向
に
注
目
し

適
切
に
対
応

し
て
行
き
た

い
。

亀
かめ

谷
たに

　優
ゆう

子
こ

 議員

が
、文
科
省
が
昨
年
度
実
施
し
た
全
国
の

教
員
勤
務
実
態
調
査
結
果
と
比
べ
る
と
低

い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

②
人
員
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
、ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
市
内
3
校
に
配
置

し
て
お
り
、教
員
未
配
置
の
学
校
等
に
つ
い

て
は
、緊
急
校
務
支
援
員
を
配
置
し
、教
員

の
業
務
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。ま
た
、中
学
校
の
部
活
動
に

お
い
て
は
、休
養
日
の
設
定
や
活
動
時
間
の

上
限
設
定
、外
部
指
導
者
の
活
用
に
よ
り
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
教
員
の
欠
員
状
況
は
、一
部
配
置
す
べ
き

教
員
が
未
配
置
状
態
に
あ
り
、加
え
て
学

校
を
ま
た
い
で
の
兼
務
、教
科
指
導
の
教

員
が
い
な
い
こ
と
に
よ
る
免
許
外
指
導
、産

休・育
休
の
補
充
教
員
の
不
足
と
、深
刻
で

あ
る
。こ
う
し
た
学
校
に
長
時
間
の
時
間
外

勤
務
を
す
る
教
員
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

　
今
後
、子
供
た
ち
の
教
育
環
境
、教
員
の

働
く
環
境
に
つ
い
て
も
学
校
再
編
の
検
討

要
素
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

質
問
　
文
科
省
の
2
0
2
2
年
の
教

諭
勤
務
実
態
調
査
結
果
は
、全

国
平
均
、月
45
時
間
以
上
残
業
が
小
学

校
で
、64・5
％
、中
学
校
で
77・1
％
で

あ
り
、過
労
死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
る
月
80
時

間
以
上
残
業
は
、小
学
校
で
、14・2
％
、

中
学
校
で
は
、36・6
％
と
公
表
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、大
田
市
の
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。

①
教
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態

②
業
務
負
担
軽
減
に
向
け
た
改
善
策

③
教
員
不
足
と
時
間
外
勤
務
と
の
関
連

性答
弁
①
大
田
市
の
時
間
外
勤
務
の
現
状

に
つ
い
て
は
、本
年
4
月
、月
45
時

間
を
超
え
る
教
員
の
割
合
が
小
学
校
で

50
％
、中
学
校
で
71・1
％
で
あ
っ
た
。4
月

は
時
間
外
勤
務
の
割
合
が
高
い
月
で
あ
る

質
問
　
政
府
は
、来
年
秋
に
健
康
保

険
証
を
廃
止
し
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
を
推
進
し
て
い
る
。し
か

し
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
に
別
人
の
医

療
情
報
が
紐
づ
け
ら
れ
る
重
大
事
態
が
、

厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
7
3
0
0
件
以

上
確
認
さ
れ
て
お
り
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
次
々
と
明
ら
か
に

な
っ
て
い
る
。こ
の
ま
ま
保
険
証
を
廃
止

す
れ
ば
、混
乱
は
さ
ら
に
拡
大
す
る
。保

険
証
廃
止
は
中
止
し
、従
来
通
り
保
険

証
を
発
行
す
る
べ
き
と
考
え
る
が
、所
見

を
伺
う
。

答
弁
　
健
康
保
険
証
の
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
の
一
体
化
に
つ
い
て
は

6
月
2
日
の
国
会
に
お
い
て
関
係
法
案
が

可
決
成
立
し
、令
和
6
年
の
秋
以
降
、新
た

河
かわ

村
むら

　賢
けん

治
じ

 議員
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2023.7.20 （10）おおだ市議会だより2023.7.20（11）おおだ市議会だより

小中学校教諭の
超過勤務の実態は

教員の業務負担軽減に取り組む

健康保険証と
マイナンバーカードの

一体化中止を

国の動向に注目し適切に
対応する

行
革
・
公
共
施
設
調
査
検
討

　特別
委
員
長 

中
間
報
告

議
会
活
性
化
検
討

　特別
委
員
長 

中
間
報
告

　
5
月
24
日
に
開
催
。

使
用
料
の
見
直
し
案
に
つ
い
て

【
説
明
】

　
見
直
し
対
象
と
な
る
施
設
は
、
ま
ち

セ
ン
な
ど
43
施
設
。

①
使
用
料
の
単
位
や
最
低
料
金
の
設
定

を
す
る
。

②
算
定
に
当
た
っ
て
は
原
則
、
原
価
算

定
方
法
を
行
い
、
新
使
用
料
が
、
現

行
使
用
料
を
大
幅
に
上
回
る
場
合
に

は
、
現
行
使
用
料
の
1.3
倍
の
範
囲
内
で
、

1
0
0
円
未
満
を
四
捨
五
入
す
る
。
ま

た
、
新
使
用
料
が
現
行
使
用
料
を
下
回

る
場
合
に
は
、
今
後
の
施
設
維
持
管
理

経
費
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
現
行
使
用

料
に
据
え
置
く
。

③
改
定
額
の
上
限
を
定
め
る
。

冷
暖
房
設
備
に
係
る
使
用
料
は
、
無
料
。

た
だ
し
、
温
泉
津
ま
ち
セ
ン
の
大
ホ
ー

が
、文
科
省
が
昨
年
度
実
施
し
た
全
国
の

教
員
勤
務
実
態
調
査
結
果
と
比
べ
る
と
低

い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

②
人
員
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
、ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
市
内
3
校
に
配
置

し
て
お
り
、教
員
未
配
置
の
学
校
等
に
つ
い

て
は
、緊
急
校
務
支
援
員
を
配
置
し
、教
員

の
業
務
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。ま
た
、中
学
校
の
部
活
動
に

お
い
て
は
、休
養
日
の
設
定
や
活
動
時
間
の

上
限
設
定
、外
部
指
導
者
の
活
用
に
よ
り
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
教
員
の
欠
員
状
況
は
、一
部
配
置
す
べ
き

教
員
が
未
配
置
状
態
に
あ
り
、加
え
て
学

校
を
ま
た
い
で
の
兼
務
、教
科
指
導
の
教

員
が
い
な
い
こ
と
に
よ
る
免
許
外
指
導
、産

休・育
休
の
補
充
教
員
の
不
足
と
、深
刻
で

あ
る
。こ
う
し
た
学
校
に
長
時
間
の
時
間
外

勤
務
を
す
る
教
員
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

　
今
後
、子
供
た
ち
の
教
育
環
境
、教
員
の

働
く
環
境
に
つ
い
て
も
学
校
再
編
の
検
討

要
素
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

ル
等
の
大
規
模
施
設
に
つ
い
て
は
、
使

用
料
と
は
別
に
部
屋
の
使
用
料
の
5
割

を
徴
収
す
る
。

問
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
に
つ
い
て
は
、

こ
の
使
用
料
改
定
案
に
は
無
い
が
、
な
ぜ

か
。答

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
施

設
は
今
回
の
見
直
し
か
ら
は
外
し
て
い

る
。問

さ
ん
べ
荘
に
つ
い
て
、
入
湯
料
が
高

く
な
る
が
、
新
料
金
は
行
政
が
主
体
的
に

決
め
た
の
か
。

答
新
料
金
は
令
和
3
年
度
の
状
況
か
ら

原
価
算
定
方
式
で
市
に
お
い
て
算
定
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ん
べ
荘

の
方
で
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
価
格
設

定
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。

問
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
説
明
会
を
開
催
し
柔
軟
な
対
応
を
し

て
頂
き
た
い
。

答
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と

は
5
割
減
免
、
冷
暖
房
費
は
徴

収
し
な
い
の
で
実
質
的
な
負
担

は
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

物
価
高
騰
で
施
設
の
維
持
管
理

費
も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理

解
頂
き
た
い
。

問
利
用
者
団
体
へ
の
説
明
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
6
月
か
ら
8
月
の
間
に
利
用

者
団
体
に
は
説
明
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
3
月
17
日
、
4
月
26
日
、
5
月
15
日
、

6
月
1
日
に
開
催
。

市
民
へ
の
「
開
か
れ
た
議
会
」
に
つ

い
て

【
検
討
項
目
】

①
ぎ
ん
ざ
ん
テ
レ
ビ
の
中
継
拡
大

②
一
般
質
問
の
Y
o
u
T
u
b
e
配
信

③
議
会
だ
よ
り
へ
の
Q
R
コ
ー
ド
表
示

④
子
ど
も
議
会
・
若
者
議
会
の
開
催
検
討

⑤
議
会
だ
よ
り
以
外
の
紙
媒
体
に
よ
る
号

外
的
な
発
信

⑥
大
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

⑦
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
議
員
サ
イ

ト
掲
載

⑧
住
民
と
議
会
の
情
報
共
有

持
続
可
能
な
議
会
体
制
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討

【
検
討
項
目
】

松
まつ
村
むら
　信

のぶ
之
ゆき
委員長

石
いし
田
だ
　洋

よう
治
じ
委員長

①
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
、
協
議

会
、
予
算
委
員
会
等
の
委
員
会
数
や
人

数
、
構
成
等
の
検
討

②
本
会
議
（
一
般
質
問
、
質
疑
等
）
の

ル
ー
ル
確
認
と
改
革

③
女
性
、
会
社
員
な
ど
の
立
候
補
環
境
に

つ
い
て
研
究

④
政
務
活
動
費
の
報
告
の
あ
り
方

⑤
議
員
年
金
制
度
の
研
究

⑥
請
負
規
制
の
緩
和
、
兼
業
に
つ
い
て
の

対
応
と
検
討

⑦
災
害
等
緊
急
時
の
議
会
に
つ
い
て
の
検

討
、
議
会
B
C
P

⑧
議
会
の
多
様
性
、
柔
軟
性
に
つ
い
て
の

研
究
（
夜
議
会
、
休
日
議
会
、
リ
モ
ー
ト

会
議
な
ど
）

⑨
会
派
制
の
検
討

⑩
通
年
議
会
の
検
討

⑪
議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
の
検
討

⑫
議
会
（
議
員
）
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
研

究⑬
そ
の
他
（
議
員
間
討
議
の
手
法
、
代
表

質
問
な
ど
の
研
究
）

※
次
回
は
、

浜
田
市
議
会

の
視
察
を
予

定
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市政のここが聞きたい いっぱん質問
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小中学校教諭の
超過勤務の実態は

教員の業務負担軽減に取り組む

健康保険証と
マイナンバーカードの

一体化中止を

国の動向に注目し適切に
対応する

行
革
・
公
共
施
設
調
査
検
討

　特別
委
員
長 

中
間
報
告

議
会
活
性
化
検
討

　特別
委
員
長 

中
間
報
告

　
5
月
24
日
に
開
催
。

使
用
料
の
見
直
し
案
に
つ
い
て

【
説
明
】

　
見
直
し
対
象
と
な
る
施
設
は
、
ま
ち

セ
ン
な
ど
43
施
設
。

①
使
用
料
の
単
位
や
最
低
料
金
の
設
定

を
す
る
。

②
算
定
に
当
た
っ
て
は
原
則
、
原
価
算

定
方
法
を
行
い
、
新
使
用
料
が
、
現

行
使
用
料
を
大
幅
に
上
回
る
場
合
に

は
、
現
行
使
用
料
の
1.3
倍
の
範
囲
内
で
、

1
0
0
円
未
満
を
四
捨
五
入
す
る
。
ま

た
、
新
使
用
料
が
現
行
使
用
料
を
下
回

る
場
合
に
は
、
今
後
の
施
設
維
持
管
理

経
費
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
現
行
使
用

料
に
据
え
置
く
。

③
改
定
額
の
上
限
を
定
め
る
。

冷
暖
房
設
備
に
係
る
使
用
料
は
、
無
料
。

た
だ
し
、
温
泉
津
ま
ち
セ
ン
の
大
ホ
ー

が
、文
科
省
が
昨
年
度
実
施
し
た
全
国
の

教
員
勤
務
実
態
調
査
結
果
と
比
べ
る
と
低

い
数
値
と
な
っ
て
い
る
。

②
人
員
不
足
へ
の
対
応
と
し
て
、ス
ク
ー
ル

サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
市
内
3
校
に
配
置

し
て
お
り
、教
員
未
配
置
の
学
校
等
に
つ
い

て
は
、緊
急
校
務
支
援
員
を
配
置
し
、教
員

の
業
務
負
担
軽
減
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。ま
た
、中
学
校
の
部
活
動
に

お
い
て
は
、休
養
日
の
設
定
や
活
動
時
間
の

上
限
設
定
、外
部
指
導
者
の
活
用
に
よ
り
、

教
員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

③
教
員
の
欠
員
状
況
は
、一
部
配
置
す
べ
き

教
員
が
未
配
置
状
態
に
あ
り
、加
え
て
学

校
を
ま
た
い
で
の
兼
務
、教
科
指
導
の
教

員
が
い
な
い
こ
と
に
よ
る
免
許
外
指
導
、産

休・育
休
の
補
充
教
員
の
不
足
と
、深
刻
で

あ
る
。こ
う
し
た
学
校
に
長
時
間
の
時
間
外

勤
務
を
す
る
教
員
が
多
い
傾
向
に
あ
る
。

　
今
後
、子
供
た
ち
の
教
育
環
境
、教
員
の

働
く
環
境
に
つ
い
て
も
学
校
再
編
の
検
討

要
素
に
組
み
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

ル
等
の
大
規
模
施
設
に
つ
い
て
は
、
使

用
料
と
は
別
に
部
屋
の
使
用
料
の
5
割

を
徴
収
す
る
。

問
サ
ン
レ
デ
ィ
ー
大
田
に
つ
い
て
は
、

こ
の
使
用
料
改
定
案
に
は
無
い
が
、
な
ぜ

か
。答

施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
る
施

設
は
今
回
の
見
直
し
か
ら
は
外
し
て
い

る
。問

さ
ん
べ
荘
に
つ
い
て
、
入
湯
料
が
高

く
な
る
が
、
新
料
金
は
行
政
が
主
体
的
に

決
め
た
の
か
。

答
新
料
金
は
令
和
3
年
度
の
状
況
か
ら

原
価
算
定
方
式
で
市
に
お
い
て
算
定
を

行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ん
べ
荘

の
方
で
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
価
格
設

定
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。

問
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
説
明
会
を
開
催
し
柔
軟
な
対
応
を
し

て
頂
き
た
い
。

答
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と

は
5
割
減
免
、
冷
暖
房
費
は
徴

収
し
な
い
の
で
実
質
的
な
負
担

は
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

物
価
高
騰
で
施
設
の
維
持
管
理

費
も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理

解
頂
き
た
い
。

問
利
用
者
団
体
へ
の
説
明
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
6
月
か
ら
8
月
の
間
に
利
用

者
団
体
に
は
説
明
す
る
予
定
で

あ
る
。

　
3
月
17
日
、
4
月
26
日
、
5
月
15
日
、

6
月
1
日
に
開
催
。

市
民
へ
の
「
開
か
れ
た
議
会
」
に
つ

い
て

【
検
討
項
目
】

①
ぎ
ん
ざ
ん
テ
レ
ビ
の
中
継
拡
大

②
一
般
質
問
の
Y
o
u
T
u
b
e
配
信

③
議
会
だ
よ
り
へ
の
Q
R
コ
ー
ド
表
示

④
子
ど
も
議
会
・
若
者
議
会
の
開
催
検
討

⑤
議
会
だ
よ
り
以
外
の
紙
媒
体
に
よ
る
号

外
的
な
発
信

⑥
大
田
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
見
直
し

⑦
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
議
員
サ
イ

ト
掲
載

⑧
住
民
と
議
会
の
情
報
共
有

持
続
可
能
な
議
会
体
制
の
あ
り
方
に

関
す
る
検
討

【
検
討
項
目
】

松
まつ
村
むら
　信

のぶ
之
ゆき
委員長

石
いし
田
だ
　洋

よう
治
じ
委員長

①
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
、
協
議

会
、
予
算
委
員
会
等
の
委
員
会
数
や
人

数
、
構
成
等
の
検
討

②
本
会
議
（
一
般
質
問
、
質
疑
等
）
の

ル
ー
ル
確
認
と
改
革

③
女
性
、
会
社
員
な
ど
の
立
候
補
環
境
に

つ
い
て
研
究

④
政
務
活
動
費
の
報
告
の
あ
り
方

⑤
議
員
年
金
制
度
の
研
究

⑥
請
負
規
制
の
緩
和
、
兼
業
に
つ
い
て
の

対
応
と
検
討

⑦
災
害
等
緊
急
時
の
議
会
に
つ
い
て
の
検

討
、
議
会
B
C
P

⑧
議
会
の
多
様
性
、
柔
軟
性
に
つ
い
て
の

研
究
（
夜
議
会
、
休
日
議
会
、
リ
モ
ー
ト

会
議
な
ど
）

⑨
会
派
制
の
検
討

⑩
通
年
議
会
の
検
討

⑪
議
員
の
な
り
手
不
足
解
消
の
検
討

⑫
議
会
（
議
員
）
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
の
研

究⑬
そ
の
他
（
議
員
間
討
議
の
手
法
、
代
表

質
問
な
ど
の
研
究
）

※
次
回
は
、

浜
田
市
議
会

の
視
察
を
予

定
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3
月
に
大
森
で
発
生
し
た
転

落
事
故
を
受
け
、市
は
市
内
の
市

道
や
橋
、公
共
施
設
な
ど
老
朽
危

険
箇
所
を
一
斉
調
査
し
た
結
果
、

2
7
0
か
所
が
修
繕
必
要
と
判

明
し
、
6
月
議
会
で
は
、
観
光
地

や
学
校
施
設
な
ど
を
優
先
し
修

繕
を
行
う
た
め
の
予
算
を
承
認

し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
観
光
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
、安
心
し
て
観
光
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
迅
速
な
対

応
を
望
む
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
も
2
類
相
当
か
ら
5
類
に
移

行
し
、社
会
生
活
も
コ
ロ
ナ
前
に

戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。ま
た
、
今

年
は
4
年
ぶ
り
に
大
田
会
場
で

天
領
さ
ん
開
催
の
決
定
な
ど
、各

地
域
で
も
イ
ベ
ン
ト
が
復
活
し
、

賑
わ
い
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、各
地
区
で
も
い
ろ
い

ろ
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
が
、地

元
の
皆
さ
ん
が
関
心
を
持
っ
て

参
加
し
て
い
た
だ
き
地
域
の
絆

を
深
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
柿
田

　賢
次
）

委
員
長 

塩
谷
　裕
志

副
委
員
長 

亀
谷
　優
子

委
　員 

石
田
　洋
治

委
　員 

胡
摩
田
弘
孝

委
　員 

宮
脇
　康
郎

委
　員 

柿
田
　賢
次

委
　員 

伊
藤
　康
浩

広
報
広
聴
委
員

編
集
後
記

編
集
後
記

議会を傍聴してみませんか
次の定例会の予定は9月です。
◇市政に関する状況や方針、地域の課題なども

取り上げられる一般質問の傍聴がおススメで
す。地域や、職場のグループでの勉強会、授業
の一環での見学もお待ちしています。お気軽
に議会事務局までお問い合わせください。傍
聴席の定員は現在34席です。団体での傍聴は
事前にご連絡をお願いします。

お問い合わせ先：大田市議会事務局
　         （TEL:0854－83－8137）

●●●●2 0 2 3●●●●2 0 2 3

今年度の大田市議会「おでかけトーク」の開催日
時が決定しましたのでお知らせします。皆さんの
お申込みをお待ちしております。

大田市議会事務局　☎0854-83-8137　
※申込〆切：8/10（木）

お で か けトーク
開催します　 全国市議会議長会より、２名の議員が永年

の地方自治に貢献した功績により表彰されま
した。
　  ６月定例会の最終日に本会議場におい
て、議長より表彰状及び記念品の伝達を行い
ました。

石橋秀利（議員25年以上特別表彰）

塩谷裕志（議員20年以上特別表彰）

永年勤続議員表彰

全国市議会議長会表彰

申し込み・問い合わせ

大田会場 （大田市役所４階大講堂）

大森会場 （大森まちづくりセンター）

温泉津会場 （温泉津まちづくりセンター）

メインテーマ

「子育て」
各会場25名程度

10:00～11:30
8/20㈰


